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わにぐち　鰐　口

王地山焼染付牡丹唐草文陶硯

市指定
所在地：高倉

市指定
所在地：河原町

当鰐口には天文17年
（1548）の紀年銘があり、
市内でも最も大きな部類
の鰐口である。
鰐口とは寺院の本堂や
神社の本殿にかけられ、
参拝者がこれを打ち鳴ら
し、神仏へ本意を伝える
ものである。扁平な円形
を呈し、側面下部に鰐の
口に見立てた共鳴口が付
けられる。
高蔵寺所在。
外径45㎝、厚さ20㎝。

文政年間（1818～30）
に焼かれたもので、上面
と側面四方に呉須

ご す

にて牡
丹唐草の連続文が描かれ
ている。裏面には同じく
呉須で、「筱山製」の銘が
書き付けてある。板造で、
上面には海・陸を彫り込
み、下面は板状材で囲み
補強し、側面を抉ってい
る。王地山焼としては、
初期に属する逸品である。
長辺24㎝、短辺16㎝、厚
さ4.5㎝。

おうじやまやきそめつけぼたん
からくさもんとうけん


